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津
軽
市
場

29
年
産
り
ん
ご
止
市

高
単
価
取
引
で
30
年
産
へ
励
み

　

弘
果
及
び
津
軽
り
ん
ご
市
場
に
於
い
て
４
月
26
日
、
29
年
産
り
ん
ご
の
止
市
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

両
市
場
を
合
わ
せ
た
29
年
産
り
ん
ご
取
扱
数
量
は
、
６
５
２
万
６
８
１
５
箱
（
前
年
比

85
．
７
％
）、
１
箱
あ
た
り
の
平
均
単
価
は
４
３
４
９
円
（
同
97
．
２
％
）
と
な
り
、
取
扱

金
額
が
弘
果
で
は
１
８
６
億
５
５
５
０
万
円
（
同
84
．
０
％
）、
津
軽
り
ん
ご
市
場
で
は

97
億
２
６
８
０
万
円
（
同
81
．
９
％
）
と
な
り
、
記
録
的
な
金
額
と
な
っ
た
28
年
産
を
下
回
り

ま
し
た
が
、
好
調
に
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
45
分
よ
り
行
わ

れ
た
止
市
に
は
、
生
産
者

約
６
０
０
人
、
買
参
人
約

２
０
０
人
が
来
場
。
止
市
に

れ
た
こ
と
は
、
30
年
産

へ
の
励
み
と
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

弘
果
り
ん
ご
買
参
人
共

進
会
森
山
博
幸
会
長
に

よ
る
手
締
め
、
弘
果
り

ん
ご
連
絡
協
議
会
木
村

良
一
会
長
の
音
頭
で
乾

杯
を
行
い
、
29
年
産
最

後
の
競
売
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
１
万
７
６
２
９

箱
（
前
年
比
97
．
０

％
）
が
入
荷
し
、「
ふ

じ
」
の
上
実
が
高
値

１
０
２
６
０
円
（
同

１
０
５
．
６
％
）
～
中

値
７
７
７
６
円
（
同

１
１
０
．
８
％
）
～
安

値
６
４
８
０
円
（
同

１
０
９
．
１
％
）、
小

玉
が
高
値
８
６
４
０
円

（
同
１
２
３
．
１
％
） 

～
中
値
７
５
６
０
円 

（
同
１
４
０
．
０
％
）

～
安
値
６
２
６
４
円 

（
同
１
４
５
．
０
％
）

で
の
取
引
と
な
り
ま
し

た
。

　

葛
西
静
男
専
務
は
止

市
後
、
29
年
産
の
販
売
に
つ

い
て
「
競
合
す
る
果
実
の
出

回
り
量
が
少
な
く
、
ま
た
、

小
玉
傾
向
で
し
た
が
食
味
が

良
い
こ
と
も
あ
り
、
年
間
を

通
し
て
高
単
価
で
の
販
売
と

な
り
ま
し
た
」と
振
り
返
り
、

30
年
産
に
向
け
て
「
生
産
者

に
と
っ
て
こ
の
結
果
は
、
食

味
の
良
い
り
ん
ご
が
高
値
で

取
引
さ
れ
る
こ
と
で
励
み
と

な
り
、
生
産
意
欲
の
向
上
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
産
の
取
扱
数
量

は
４
３
０
万
３
１
４
５
箱

（
同
87
．
１
％
）、
平
均
単
価

４
３
３
５
円（
同
96
．
４
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
30
分
よ
り
行
わ

れ
た
止
市
に
は
、
生
産
者
約

１
０
０
０
人
、
買
参
人
約

１
２
０
人
が
来
場
。

　

当
日
は
１
万
５
４
５
８
箱

（
前
年
比
１
１
０
．
０
％
）

が
入
荷
し
、「
ふ
じ
」
の
上

実
が
高
値
９
７
２
０
円
（
同

１
０
０
．
０
％
）
～
中
値

７
７
７
６
円
（
同
１
１
０
．

８
％
）
～
安
値
６
４
８
０
円

（
同
１
０
９
．
１
％
）、
小
玉

が
高
値
８
６
４
０
円
（
同

１
２
３
．
１
％
）
～
中
値

７
５
６
０
円
（
同
１
４
０
．

０
％
）
～
安
値
６
２
６
４
円

（
同
１
４
５
．
０
％
）
で
の

取
引
と
な
り
ま
し
た
。

　

石
戸
谷
繁
副
社
長
は
「
29

年
産
は
小
玉
傾
向
な
が
ら
、

食
味
の
良
さ
や
販
売
環
境
が

良
か
っ
た
影
響
か
ら
、
特
に

年
明
け
か
ら
生
産
者
が
驚
く

ほ
ど
高
値
で
販
売
さ
れ
、
結

果
と
し
て
良
い
取
引
が
で
き

た
一
年
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
産
の
取
扱
数
量

は
２
２
２
万
３
６
７
０
箱

（
同
83
．
0
％
）、
平
均
単

価
は
４
３
７
４
円
（
同
98
．

６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

津軽りんご市場止市の様子

弘果りんご止市の様子

　

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議

会
（
木
村
良
一
会
長
）
創
立

40
周
年
を
記
念
し
て
５
月
８

日
、
弘
果
第
三
卸
売
場
特
設

会
場
に
於
い
て
、
会
員
、
関

係
者
約
６
０
０
名
が
出
席

し
、
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
会
は
、
消
費
動
向
に
合

わ
せ
た
品
種
の
構
成
、
生
産

技
術
の
確
立
、
選
果
基
準
等

の
共
有
化
を
推
し
進
め
、
各

出
荷
組
合
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭

和
53
年
４
月
「
弘
果
り
ん
ご

生
産
販
売
組
合
連
絡
協
議

会
」
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
２
６
９
の
組
合

が
加
入
し
、
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

式
典
で
は
最
初
に
祝
舞
が

披
露
さ
れ
、
続
い
て
木
村
会

長
が
「
四
十
年
の
間
に
は
台

風
被
害
、
降
雹
被
害
、
凍
霜

被
害
、
豪
雪
被
害
な
ど
数
々

の
自
然
災
害
が
発
生
し
、
さ

ら
に
は
国
内
外
の
経
済
環
境

の
変
化
、
生
産
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
、
若
年
層
の

果
物
離
れ
に
よ
る
国
内
消
費

の
低
迷
、
自
然
環
境
の
変
化

へ
の
対
応
等
、
り
ん
ご
産
業

に
関
す
る
問
題
は
ま
だ
ま
だ

山
積
し
て
お
り
、
迅
速
な
決

断
と
行
動
が
不
可
欠
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
私
達
り
ん
ご

生
産
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

青
森
り
ん
ご
を
守
り
、
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
、
重
要
な
使
命
で
あ
る

と
考
え
、
関
係
す
る
団
体
が

連
携
を
図
り
一
丸
と
な
り
、

青
森
県
の
り
ん
ご
産
業
を
盛

り
立
て
て
い
き
ま
す
」
と
挨

拶
。
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
振
り
返
っ
た
「
40
年

の
歩
み
」を
紹
介
。
そ
し
て
、

関
係
団
体
へ
の
感
謝
状
の
贈

呈
、
優
良
出
荷
組
合
が
表
彰

さ
れ
、
会
場
は
祝
賀
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
、
節
目
の
年
を
祝

い
ま
し
た
。

創立 40 周年を祝賀する出席者で賑わう会場

あ
た
り
大
中
忠
社
長
は
「
29

年
産
は
、
干
ば
つ
や
低
温
等

の
影
響
で
小
玉
傾
向
と
な

り
、
ま
た
、
９
月
と
10
月
の

強
風
に
よ
り
、
キ
ズ
果
が
多

い
等
、
生
産
者
に
と
っ
て
苦

労
し
た
年
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

皆
様
の
努
力
で
美
味
し
い
り

ん
ご
に
仕
上
が
り
、
国
内
外

か
ら
の
引
き
合
い
が
強
く
、

総
じ
て
良
い
単
価
で
取
引
さ

弘

果

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

創
立
40
周
年
の
節
目
祝
う



ひ ろ か だ よ り （2）

兜
森
　
理
之
さ
ん
（
52
）

ま
さ
ゆ
き

か
ぶ
と
も
り

　

弘
果
グ
ル
ー
プ
関
係
団

体
（
９
団
体
）
で
は
、
３
月

下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け

て
、
定
時
総
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

各
団
体
の
総
会
で
は
、
平

成
29
年
度
の
事
業
報
告
と
収

支
決
算
、
今
年
度
の
事
業
計

画
案
、
予
算
案
が
そ
れ
ぞ
れ

審
議
、
可
決
さ
れ
、
平
成
30

年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
満
場
の
拍
手
を

以
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
左
記
7
団
体
で
は
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

部
長　

工
藤
幹
康　

津
軽
太

洋
出
荷
組
合
（
新
任
）

副
部
長　

越
後
谷
繁
視　

上
稲
元
生
産
組
合
（
再
任
）、

須
藤
正
克　

一
般
・
丸
山
地

区
（
再
任
）

会
長　

石
田
嘉
人　

清
野
袋

蔬
菜
生
産
出
荷
組
合（
再
任
）

副
会
長　

越
後
谷
孝
行　

グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
（
再
任
）、

相
馬
義
彦　

Ｔ
Ｍ
Ｔ
出
荷
組

合
（
新
任
）

会
長　

須
藤
惠
司　

国
吉
出

荷
組
合
（
新
任
）

副
会
長　

林
徳
昭　

弘
下
・

下
湯
口
り
ん
ご
研
究
会
（
再

任
）、
工
藤
郁
男　

清
水
森

り
ん
ご
出
荷
組
合
（
新
任
）、

八
木
橋
孝
男　

大
鰐
地
区
り

ん
ご
連
絡
協
議
会
（
再
任
）、

三
上
勝
彦　

黒
石
高
花
出
荷

組
合
（
再
任
）、
工
藤
浩
文

マ
ル
弘
十
面
沢
出
荷
組
合

（
新
任
）

　

弘
果
ス
キ
ー

レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ

ブ
が
２
０
１
７
―

２
０
１
８
シ
ー
ズ

ン
の
全
日
程
を
終
了
し
、
４

月
19
日
に
弘
前
市
フ
ォ
ル

ト
ー
ナ
に
於
い
て
、
成
績
報

告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
約
80
名
が
出
席
し

た
報
告
会
で
は
、
今
シ
ー

ズ
ン
の
成
績
が
報
告
さ

れ
、
青
森
県
ス
キ
ー
選
手

権
、
全
日
本
ス
キ
ー
選
手

権
、
国
体
等
で
活
躍
し
た
開

弘
果
地
場
や
さ
い

　
　
　
連
絡
協
議
会

弘
果
り
ん
ご

　
　
　
連
絡
協
議
会

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

婦
人
部

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

青
年
部

津
軽
り
ん
ご
市
場

　
　
　
連
絡
協
議
会

津
軽
り
ん
ご
市
場
連
絡
協
議
会

婦
人
部

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

　
　
生
産
連
絡
協
議
会

青
年
部

部
長　

島
内
恵
子　

蔵
舘
研

農
会
（
再
任
）

副
部
長　

清
藤
富
士
子　

岩

木
新
法
師
出
荷
組
合（
再
任
）

藤
田
昌
子　

岩
木
大
玉
出
荷

組
合
（
新
任
）

部
長　

安
田
英
広　

あ
さ
つ

ゆ
出
荷
組
合
（
再
任
）

副
部
長　

藤
田
隆
之　

鬼
沢

り
ん
ご
支
会
（
再
任
）、
鳴

海
勝
一　

ヤ
マ
独
出
荷
組
合

（
再
任
）

会
長　

葛
西
直
人　

コ
ス
モ

ス
出
荷
組
合
（
再
任
）

副
会
長　

長
内
良
蔵　

い
た

や
な
ぎ
G
ア
ッ
プ
ル
出
荷
組

合
（
再
任
）
瓜
田
良
一　

十

人
会
（
再
任
）

部
長　

花
田
勢
津
子　

ロ
イ

ヤ
ル
出
荷
組
合
（
再
任
）

副
部
長　

木
村
イ
ク
子　

建
石
ア
ッ
プ
ル
会
（
再
任
）、

木
村
国
江　

松
緑
出
荷
組
合

（
再
任
）

今が

工藤幹康新部長

須藤惠司新会長

　

田
舎
館
村
枝
川
の
佐
藤
茂

樹
さ
ん
は
、
３
棟
の
ハ
ウ
ス

と
約
10
ア
ー
ル
の
園
地
で
レ

種
で
、
結
球
性
と
玉
太
り
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
形
状
安

定
性
に
優
れ
る
の
で
、
気
温

の
変
動
が
大
き
い
春
取
り
の

栽
培
に
適
し
、
肉
厚
で
歯
切

れ
の
良
い
食
感
、
爽
や
か
な

食
味
が
特
徴
で
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
今
年
の
生
育

に
つ
い
て
「
気
温
の
影
響
で

若
干
遅
れ
気
味
だ
が
、品
質
・

食
味
は
最
高
。
ハ
ウ
ス
栽
培

は
終
盤
を
迎
え
、
露
地
物
は

５
月
下
旬
に
収
穫
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
予
定
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

レ
タ
ス
は
サ
ラ
ダ
等
の
生

食
は
勿
論
、
炒
め
物
や
ス
ー

プ
等
、
加
熱
し
て
も
美
味
し

く
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ

ン
C
、
E
、
カ
リ
ウ
ム
、
食

物
繊
維
が
含
ま
れ
、
健
康
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
今
が

旬
を
迎
え
た
地
物
の
レ
タ
ス

を
是
非
と
も
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

レタスの収穫作業に励む佐藤さん

生

産

者

団

体

定
時
総
会
開
催

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見

出
し
、
夢
に
向
け
努
力
す
る
期
待
の
後
継

者
を
紹
介
し
ま
す
。

【
家
族
構
成
】
妻
、
子
供
２

人
の
４
人
家
族

【
住
所
】　

弘
前
市
糠
坪

【
作
付
状
況
】
り
ん
ご
1.4
㌶

【
就
農
年
】
２
０
１
４
年

【
き
っ
か
け
】
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
と
し
て
長
年
勤
め
、
り
ん

ご
の
作
業
が
忙
し
い
時
は
家

業
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
や
が
て
母
親
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
そ
の
時
か
ら
家
業
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
事

を
考
慮
し
、
自
分
の
中
で
葛

藤
し
て
就
農
を
決
意
、
専
業

農
家
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

【
現
在
】
家
業
で
あ
り
、
手

伝
い
を
し
て
い
た
と
は
い

え
、
技
術
面
、
経
営
面
と
も

に
「
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
」
に

近
い
形
で
始
ま
っ
た
農
業
で

す
が
、
周
り
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
日
々
の
作
業
等
か
ら
、
経

験
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

農
業
に
近
道
は
な
く
、
頑
張

れ
ば
頑
張
る
程
、
結
果
に
繋

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ひ
た
む
き
に
且
つ
効
率

的
な
作
業
及
び
経
営
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
現
在
の
規
模

を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
を
第

一
に
、
黄
色
系
の
栽
培
面
積

を
増
や
し
、
労
力
の
軽
減
と

収
入
の
安
定
を
図
り
た
い
。

【
座
右
の
銘
】「
初
心
忘
れ
る

べ
か
ら
ず
」
こ
の
こ
と
わ
ざ

の
「
初
心
」
に
は
様
々
な
意

味
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
は

「
基
本
」
と
解
釈
し
、
人
生

や
農
業
に
於
い
て
も「
基
本
」

と
な
る
要
素
を
忘
れ
ず
に
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。

来シーズンの活躍を誓う開坂選手

成績報告会開催
弘果スキーレーシングクラブ

坂
優
選
手
を
讃
え
ま
し
た
。 

　

開
坂
選
手
は
「
皆
様
の
暖

か
い
応
援
や
大
会
で
の
声
援

が
励
み
と
な
り
、
今
シ
ー
ズ

ン
を
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
、「
来
シ
ー

ズ
ン
は
皆
様
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
走
り
を
し
、
良
い
結

果
を
残
し
た
い
」
と
意
気
込

み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
乾
杯
が
行
わ
れ
、

練
習
風
景
や
大
会
で
の
活
躍

を
映
像
で
振
り
返
り
、
選
手

の
健
闘
を
讃
え
ま
し
た
。

　

弘
果
ス
キ
ー
後
援
会
で
は

選
手
の
応
援
、
地
元
の
ス

キ
ー
競
技
振
興
を
目
的
に
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
会
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は

電
話
：
０
１
７
２
―
27
―

５
５
１
１
（
内
線
４
３
３
）

担
当
成
田
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

桃
出
荷
組
合
「
桃
娘
（
も
も
こ
）
倶
楽
部
」

更
な
る
高
品
質
へ
向
け
勉
強
会

　

当
社
へ
全
面
的
に
桃

を
出
荷
し
て
い
る
弘
前

市
高
杉
地
区
の
若
手
生

産
者
で
組
織
す
る
出
荷

組
合
「
桃
娘
（
も
も
こ
）

倶
楽
部
」（
棟
方
健
二

会
長
）
は
４
月
24
日
、

同
市
糠
坪
の
棟
方
会
長

園
地
に
於
い
て
講
習
会

を
行
い
、
組
合
員
及
び

関
係
者
15
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

高
品
質
な
桃
栽
培
に
向
け

講
習
会
で
は
、
剪
定
・
摘
芽
・

摘
蕾
・
摘
花
や
、
効
果
的
な

施
肥
方
法
等
が
実
演
さ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
学
ん
で
い

ま
し
た
。

　

当
社
で
は
労
力
軽
減
、
所

得
向
上
を
目
的
に
、
選
果
機

を
利
用
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
「
つ
が
り
あ
ん
」
と

し
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

出
荷
し
て
い
た
だ
く
生
産
者

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
は
当
社

果
実
部
（
電
話
：
０
１
７
２

―
27
―
５
５
１
１
）
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

更なる高品質を目指して学ぶ参加者

レ
タ
ス

タ
ス
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

栽
培
す
る
レ
タ
ス
は 

「
ス
タ
ー
レ
イ
」
と
い
う
品

「農」の「業」を継ぐ
期待の後継者
わ

ざ

の

う


